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活動報告概要

会議区分 日時 場所

第１回２０１９年度イベント実行委員会※ ２０１９年 ３月 ４日

上尾市文化センター

第２回２０１９年度イベント実行委員会※ ２０１９年 ５月 ９日

第３回２０１９年度イベント実行委員会※ ２０１９年 ７月２３日

第４回２０１９年度イベント実行委員会※ ２０１９年１１月２２日

第１５回広報ワーキング ２０２０年 １月２８日

※維持管理・環境管理専門委員会と合同開催

2

散策・写真撮影イベント③
（2020年1月18日）

第4回（2019年11月22日） かわじま輪中の郷ウォーキング
（2019年4月29日）

イベント区分 日時 イベント名

協議会主催イベント

２０１９年 ４月 ６日 ３地区合同観察イベント

２０１９年 ５月１８日 散策・写真撮影イベント①

２０１９年 ６月２２日 ミドリシジミ観察イベント

２０１９年 ９月２８日 散策・写真撮影イベント②

２０２０年 １月１８日 散策・写真撮影イベント③

イベント区分 日時 イベント名

自治体主催イベント

２０１９年 ４月２９日 川島町「かわじま輪中の郷ウォーキング」

２０１９年 ５月１２日 桶川市「おけがわ春のふれあいフェスタ」

２０１９年１１月 ９日 上尾市環境パネル展

２０１９年１１月２３日 川島町農業商工祭

２０１９年１１月２８日 川島町主催荒川自然観察ウォーキング

民間主催イベント ２０１９年１１月 ６日 日本旅行業協会現地見学

日本旅行業協会現地見学
（2019年11月6日）

●第４９回協議会(2019年2月22日)以降、広報ワーキング（1回）、イベント実行委員会（4回）を実施しました。

●広報ワーキングおよびイベント実行委員会では、協議会の活動の広報やイベントの具体的な実施内容等について協議しました。



区分 内容 参照ページ

報告

•前回協議会で承認された内容で、各イベントを実施しました。

•10/19の秋イベントは台風第19号の影響で中止となってしまいましたが、助成金で購入した資機材は維持管理作業や

各イベントで活用しています。

•多様な主体との連携活動として、自治体主催イベントへ協力（桶川西高校科学部）を頂いたり、自然再生地のフィール

ドを活用したウォーキングイベント（川島町）で活用して頂きました。

P4-12（協議会主体）

P14-17（自治体主催）

P20（民間主体イベント）

•広報活動として、自治体のSNSで協議会情報をリツイート（川島町、桶川市）をして頂いています。 P22（SNSを活用した広報）

提案

•2020年度のイベント・広報活動計画を提案します。

・これまでと同様のイベントを実施する他、第 38 回協議会で決定した通り、当初計画にない企画についても、自然再生

活動に寄与するものであれば適宜実施）

P24（イベント計画）

•各イベントの企画において東京デザイン専門学校の成果物を活用方法について提案します。

① 体験型イベント → 秋イベント、ウォーキングイベントで企画

② 企業へのアプローチ → TULLY’S COFFEEとのコラボ企画

③ 環境学習ツール → つばさ北小学校、秋イベント、散策イベント等の配布物

④ 広報ツール → 自治体主催イベントでプロモーション映像による広報

P25-26（成果物の活用方法）

参考資料-5（プロモーション報告）

•ホームページの更新やパンフレットをリニューアルします。 P27

発議
•研究活動などを含めたより幅広い分野・参加者との連携に向けて、学校等の夏休み期間にセミナー・シンポジウムのよ

うな開催を検討していく。

主な報告・提案・発議事項
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活動報告概要



１．イベント
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月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

協議会
主催

6日（土）
：合同観察会

18日（土）
：散策・

写真撮影（上池）

22日（土）
：ミドリシジミ観察・

下池植生管理

15日（木）
：サイサン

助成金
申請〆切

28日（土）午後
：散策・

写真撮影（中池）

19日（土）（予備日20日）
：秋イベント
（維持管理作業含む）
→実施できず

18日（土）
：散策・

写真撮影
（上池）

自治体
主催

29日（祝・月）
：川島町
「かわじま輪中の

郷ウォーキング」

12日（日）
：桶川市
「おけがわ春の

ふれあいフェスタ」

9日（土）
：上尾市環境パネル展
23日（祝・土）
：川島町農業商工祭
28日（木）
：川島町生涯学習課

イベント

民間
主催

6日（水）
：日本旅行業協会見学



１）協議会主催イベント
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（１）４月６日 荒川大自然ツアー
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項目 内容

企画

日時 ２０１９年４月６日（土） 9:00～12:30

名称 荒川大自然ツアー（２０１５年から始めて３回目）

目的
・身近にある自然を地元の人に知って頂く。

・エコロジカルネットワークに関わる活動の推進につなげる。

内容

場所

①太郎右衛門自然再生地での観察

②江川サクラソウトラスト地での観察

③三ツ又沼ビオトープでの観察

人数 当日参加13名（定員20名）

参加費 100円/人（保険代など）

広報
荒上ＨＰ、協議会Facebook

自治体広報誌

物品 特に無し

その他

移動は借上げバス

（マイクロの場合：21人＋補助席5人）

埼玉中央よみうり取材あり

全体概要
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Q. 年齢を教えてください。

2019年は、70代以上の参加が多い。

Q. イベントを知ったきっかけを教えてください。
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太郎右衛門自然再生地 三又沼ビオトープ 江川サクラソウ
トラスト地

イベントを自治体広報誌で知った方が多い。

参加者（5名）

川島委員長

堂本委員

小川委員

菅間委員

春山委員（上尾市）
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自治体イベント（桶川市・川島町）

荒川上流河川事務所HP

荒川上流河川事務所Facebook

荒川上流河川事務所Twitter

その他のインターネット

自宅に届いたイベントチラシ

知人・家族から聞いた

その他

人

・日時 ：５月１８日（土） 10:00～11:30 （晴れ）

・参加者 ：１４名

・スタッフ：協議会委員３名、事務局４名

堂本委員が引率・説明を行い、事務局は安全管理で帯同

・行程 ：看板の設置個所などで説明しながら散策し、生きものや風景などの観察や写真撮影をしました。（お子さんには捕虫網をお貸ししました）

（２）散策イベント ①５月１８日・上池開催

散策ルート
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空中写真は荒川上流河川事務所撮影
（２０１８年１２月２７日撮影）

【看板】

●：案内・説明

○：距離標・指導標

：掘削地

散策ルート

総合案内板１

説明板１

説明板２

実施の様子

アンケート

Q. このイベントを何で知りましたか？（n=8）

• 自宅に届いたイベントチラシで知った

方が最も多い結果となりました（4名）。

• HPで知った方は1名で、SNSで知った方はいま

せんでした（※）。

※イベント開催時、荒上・協議会SNSのみで告知。
自治体のTwitterアカウントによるリツイートは
未実施。

参加者（3名）

堂本委員

小川委員

荒木委員
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（２）散策イベント ②９月２８日・中池開催

●日時 ：９月２８日（土） １３：３0～１５：００ （くもり）

●参加者 ：５名（2組４名はリピーター）大人３名、子供２名 ※すべて自宅に届いたチラシでイベントを知った方でした。

●スタッフ：協議会委員５名、事務局６名

各委員が引率・説明（先導は堂本委員）

●行程 ：看板の設置個所などで説明しながら散策し、生きものや風景などの観察や写真撮影をしました。

散策ルート

【凡 例】

●：案内・説明

○：距離標・指導標

×：スズメバチの巣

総合案内板２

案内板１

説明板３

スズメバチの巣が

あるため折り返し。

坂路から堤防に上って

スタート地点へ戻る。

＜秋イベントに向け試行＞
・ベイトトラップ（通路沿い）

・ペットボトルトラップ（樹林内）

草が繁茂している

ため通行不可。

空中写真は荒川上流河川事務所撮影
（２０１８年１２月２７日撮影）

今後の開催に向けて

• 今回は開催案内を荒上のSNSおよび桶川市・川島町のTwitterでリツイートを実施しましたが、参加者は5名のみと少ない結果となりました。

⇒ 午前開催の方が参加者が集まりやすい可能性が考えられます。

• 試行した昆虫トラップ

✓ベイトトラップ ：オサムシ等の地上性昆虫を捕獲できました。

✓ペットボトルトラップ：昆虫は捕獲できませんでした。 ※長畑委員意見：果物を樹木に直接くくりつける方が良い。

参加者（5名）

川島委員長

堂本委員

小川委員

長畑委員

荒木委員
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荒川上流河川事務所HP

荒川上流河川事務所Facebook

荒川上流河川事務所Twitter

自治体Twitter

その他のインターネット

自宅に届いたイベントチラシ

知人・家族から聞いた

その他

人
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（２）散策イベント ③１月１８日・上池開催

●日時 ：１月１８日（土） ９：３0～１２：００（くもり一時雪）

●参加者 ：２０名（大人１８名、子供２名 ※定員３０名で申込時点では２７名でした。）

●スタッフ：協議会委員4名、事務局6名

各委員が引率・説明（先導は堂本委員）

●行程 ：看板の設置個所などで説明しながら散策し、生きものや風景などの観察や写真撮影をしました。

あいにくの悪天候のため、当初予定のルートを変更しましたが、カモ類やタゲリの群れ、ジャコウアゲハの蛹などを観察して頂けました。

参加者（4名）

川島委員長

堂本委員

荒木委員

堀口委員

散策ルートと実施状況

開会式・閉会式

横堤で水面を観察

中池でカモ類を観察

タゲリを観察
延命地蔵尊で水面

を観察

ジャコウアゲハの蛹を観察

バ
ス
で
横
堤
に
戻
り

横堤から延命地蔵尊

へはバスで移動

ジャコウアゲハの蛹

Q. このイベントを何で知りましたか？（n=17）
・自宅に届いたチラシや前回イベントで配ったチラシで知った方が多い結果でした。
・アプローチした企業から参加された方もいらっしゃいました。

No. 「その他」の記述内容
1 生態系協会
2 自然保護協会
3 ウォーキングイベントで
4 ウォーキングイベントでチラシをもらった。
5 職場
6 職場への案内
7 桶川駅の掲示板
8 前回イベントでチラシをもらった。



項目 内容 備考

日時 6月2２日（土） 15:00～16:30 予備日：無し

名称
「遊ぼう！学ぼう！たろうえもん

～ハンノキ周辺の除草とミドリシジミ観察～」

今回は通算３回目の開催。
（2016年、2017年に実施。2018年は雨天中止。）

目的

・ハンノキ移植地に繁茂するハンノキの生育を阻害する草本を除去する。

・自然再生地および再生効果（ミドリシジミ）の周知機会とする。

・協議会の外部からの維持管理・調査への参加者の拡大機会とする。

ハンノキ周辺のつる性草本、シンジュを中心に 除去

内容

・

場所

下池ハンノキ移植地のハンノキ周辺の除草とミドリシジミ観察

開会挨拶 ：浅枝会長
閉会挨拶 ：川島副委員長
ミドリシジミ説明 ：長畑委員
運営サポート ：荒木委員・宮川委員
除草説明・全体説明：事務局

人数 定員20名（事前申し込み数：18名） 当日参加13名（大学生9名と先生１名、リピーター3名）

（３）維持管理イベント（6月2２日（土））の報告
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●当日は、雨が弱まるまで、長畑委員によるミドリシジミの説明と事務局による自然再生地の説明が行われました。

●雨が弱まってから、下池ハンノキ移植地へ移動し、除草およびミドリシジミの探索を行いました。

●ミドリシジミは捕獲できませんでしたが、ハンノキ周辺を飛翔している姿が確認されました。

●その他、アオダイショウやミドリシジミ以外の昆虫の観察を行いました。

除草状況 アオダイショウの観察状況長畑委員による採集した昆虫の解説



（４）秋イベント ⇒ 台風１９号の影響で実施できず
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項目 内容 備考

日時
１０月１９日（土） ９：３０～１２：００

⇒ 台風第１９号の影響により中止
予備日１０月２０日（日）

タイトル 遊ぼう！学ぼう！たろうえもん～自然再生の活動を体験しよう～ ・２０１２年から始めて今年で９回目の予定でした。
（２０１３年は２回開催）
・地元・子ども向け。

目的 １）自然再生地・事業の認知拡大、２）活動参加者の拡大
場所・内容 【中池】①昆虫観察、②草ぬき

内容・担当

全体
実行委員長：川島委員長
会計：寄付金等管理事務局

１０／１７（木）に事前準備
⇒ 台風第19号の影響により中止

当日

①昆虫観察：長畑委員、荒木委員
②草ぬき：小川委員、宮川委員、柴田委員
受付：事務局
班引率：春山委員、中條委員、事務局
司会：桶川西高校放送部３人
水生生物展示：桶川西高校科学部5人
会場誘導・駐車場管理：事務局

募集人数 100人 （申込は45名でした。） 2班編成予定
参加費 200円

広報

協議会作成のポスター・チラシ（掲示・配付先は右記参照） ・ポスター・チラシ掲示・配布（赤字は昨年度からの変更）
チラシは約6100枚配布

（対象）
 リピーター約40人
 マーケットリサーチ先
 自治体の施設

役所・役場、上尾市文化センタ－、上尾市コミュニティセンター、
上尾市自然学習館、桶川市紅花ふるさと館、桶川市歴史民俗資料館、
北本市野外活動センター、彩湖自然学習センター

 埼玉県の施設
県庁、埼玉県自然学習センター、川の博物館、さいたま水族館、
こども動物自然公園、埼玉県立自然の博物館

 国土交通省の施設
荒川上流河川事務所、荒川知水資料館、武蔵丘陵森林公園、
昭和記念公園

 小中学校
つばさ北小学校や三ツ又に関わりのある小中学校等合わせて8校

広報誌
・自治体広報誌10月号
・ショッパー9月27日版
（桶川・北本版、上尾・伊奈版）

SNS
・協議会Facebook
・荒上HP・Twitter
・自治体Twitter（桶川市、川島町）

資金
サイサン環境保全基金助成活用
（当日、助成金事務局が写真撮影に来訪予定）

8/2に申請、9/2に助成決定

赤字は今年度から実施した内容
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（４）秋イベント ⇒ 台風１９号の影響で実施できず

＜助成申請対象＞ 金額は税込み

品目 数量 金額（円） 必要理由

・チラシ/ポスター

デザイン
１式 75,600円 イベント参加者を効果的に呼び込むため。

・太枝切りばさみ ７本 22,604円 現有の３本では不足しているため。

・指導者用捕虫網 2本 6,280円
環境学習や観察イベント時に、参加者へ向けた昆虫の生態解説に

使用するため。

・エンジン刈払機 ２台 49､998円

これまで人力で実施してきた除草作業を刈払機で行い、

維持管理作業を効率的に継続していくため。
・燃料用携行缶 1個 2,149円

・電動刈払機 1台＋予備バッテリー1個 56､960円

・キャリーカート 2台 15,980円 イベント時に使用するパネルや標本の運搬に必要なため。

・リヤカー 1台 22,800円 現有のリヤカー１台では不足しているため。

合計 252,371円
【備考】決定した助成金額は、消費税10%が考慮され、

264,182円。ただし、消費税8%である9月中に購入。

チラシ・ポスター 太枝切りばさみ

指導者用捕虫網 エンジン刈払機

燃料携行缶 電動刈払機
予備バッテリー

キャリーカート リヤカー



２）自治体主催イベント
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（１）４月２９日（祝・月） 川島町：かわじま輪中の郷ウォーキング出展報告

14

実施場所

●２０１５年から始めて今年で５回目の出展でした。（協議会委員６人と小川委員のお知り合い２名、事務局で運営）

●地元住民への太郎右衛門自然再生地と自然再生事業、協議会の取り組みの周知を目的とするとともに、

5/18（土）散策・写真撮影、のイベント周知を目的として実施しました。

（チラシ・パンフレットを約２４０部配布。アンケートは３４３人回答。）

実施の様子

アンケート

0% 20% 40% 60% 80% 100%

荒川の古い流路

自然再生地

（荒川太郎右衛門地区）

知らなかった

2017

2018

2019

0% 20% 40% 60% 80% 100%

川島町

桶川市

上尾市

その他

2017

2018

2019

Q. 太郎右衛門橋下流に下記の場所があること
を知っていますか。（複数回答可）

Q. どちらからお越しですか。

本自然再生地の認知度は
低い状況です。

８割以上が川島町から
お越しでした。

参加者

川島委員長

堂本委員

柴田委員

小川委員と
お知り合い２名

荒木委員

菅間委員
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（２）５月１２日（日）おけがわ春のふれあいフェスタ出展報告
●２０１４年から始めて今年で６回目の出展でした（協議会委員５人と事務局で運営）。

●他の自治体イベントと同様に、地元住民への太郎右衛門自然再生地と自然再生事業、協議会の取り組みの周知を目的とするとともに、

5/18（土）散策・写真撮影、6/22（土）ミドリシジミ観察・植生管理のイベント周知を目的として実施しました。

（チラシ・パンフレットを約２００部配布。アンケートは１６８人回答。）

●主催者の桶川市によると、フェスタ来場者は約１５，０００人でした。また、来年度は５月１０日（日）を予定しているそうです。

実施の様子 アンケート

0% 20% 40% 60% 80% 100%

荒川の古い流路

自然再生地

（荒川太郎右衛門地区）

知らなかった

2017年 桶川ふれあい5/7(149票)

2018年 桶川ふれあい5/13(56票)

2019年 桶川ふれあい5/12(174票)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

桶川市

川島町

上尾市

北本市

その他

2017年 桶川ふれあい5/7(159票)

2018年 桶川ふれあい5/13(49票)

2019年 桶川ふれあい5/12(168票)

Q. 太郎右衛門橋下流に下記の場所があることを知っていますか。
（複数回答可）

Q. どちらからお越しですか。

本自然再生地の認知度は低
い状況です。

例年に比べ、桶川市在住の
方の割合が高い傾向でした。

参加者

川島委員長

堂本委員

柴田委員

北村委員

荒木委員
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会場 ＪＲ上尾駅自由通路

展示物
パネル展示（４枚）、マップリーフレット、
パンフレット

（３）１１月９日（土）上尾市主催 上尾市環境パネル展
●１１月９日（土）にJR上尾駅自由通路にて開催された「上尾市環境パネル展」（主催：上尾市環境推進協議会）に出展しました。

●事務局3名で対応し、パネルによる解説、マップリーフレットやパンフレットを配布し、自然再生地の取り組みを紹介しました。

日時 11月9日（土） 11:00～15:30

No. 団体名

① 東京ガス株式会社 埼玉支社

② 上尾STOP温暖化連絡会

③ 上尾市環境政策課

④ 希少動植物を守る会

⑤ 公益財団法人 埼玉県生態系保護協会上尾支部

⑥ 特定非営利法人 荒川の自然を守る会

⑦ あらかわ市民環境サポーター事務局

⑧ 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会

⑨ ファイバーリサイクルネットワークさいたま

⑩ 原市沼を愛する会

上尾市の出展状況 パネル、配布物の設置状況

説明状況 他団体の出展状況

他団体の出展状況 他団体の出展状況
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１１月２３日（土・祝）に開催される「第４１回川島町農業商工祭」に出展しました。（会場は平成の森公園・町民体育館）
生き物の展示は、桶川西高校科学部にご協力いただけました。

●目的
荒川流域住民への太郎右衛門自然再生地と自然再生事業、協議会の取り組みの周知、散策・写真撮影イベントの周知

●実施日時
・１１月２３日（土・祝） 9:30～13:55（14:30）

集合時間 9:00 （運搬物がある場合 搬入：8:30～ 搬出：14:30～）
※桶川西高校は１１月２２日（金）に展示物搬入（事務局が立ち合い）

●実施内容
・展示：パネル類、生き物（桶川西高校科学部）、標本
・配付：散策・写真撮影イベント（１月）のチラシ、マップ・パンフレット、荒川緑肥（チラシ及びパネル含む）

参加委員
川島委員長
堂本委員
小川委員
荒木委員
宮川委員
柴田委員

（４）１１月２３日（土）川島町主催 川島町農業商工祭

桶川西高校
科学部の展示



（５）１１月２８日（木）川島町主催 荒川自然観察ウォーキング
川島町が、町民を対象に、健康増進と堤外地の自然を知ってもらうことを目的に、荒川太郎右衛門自然再生地（中池）から三ツ又沼ビオトー

プまでをウォーキングするイベントを開催しました。

【対応者】 委員2名、事務局（３名）

【スケジュール】

時 間 場所 内容 担 当

9:00-9:35

太郎右衛門自然再生地
（中池）

■挨拶
■オリエンテーション
・ルート、注意事項の説明
・準備体操
・ノルディックウォーキングの紹介

川島町

9:40-9:50
■説明（地点A）
・太郎右衛門自然再生事業の概要

堂本委員

9:50-9:55 移動（中池入り口(看板)→旧流路） －

9:55-10:05
■説明（地点B）
・旧流路

堂本委員

10:05-11:00 ウォーキング（旧流路→三ツ又沼ビオトープ） －

11:00-11:05

三ツ又沼ビオトープ

■説明
・三ツ又沼ビオトープ

あらかわ市民環境
サポーター

11:05-11:30 ■三ツ又沼ビオトープを散策 －

11:30-11:50
■自然を守る体験
・保全管理の意義を説明（5）
・竹林の拡大抑制のための竹伐り（15）

サポーター、
サポーター事務局

11:50-12:05 バス（三ツ又沼ビオトープ→太郎右衛門自然再生地） －

12:05
太郎右衛門自然再生地

（中池）
■解散 －

地点

B

地点

A

18

【コース】 荒川太郎右衛門自然再生地（中池）から三ツ又沼ビオトープ（L=約4.4km）

【一般参加者】 １８名

参加者

川島委員長

堂本委員



３）民間主催イベント
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時間 場所 活動内容 担当
10:00-10:10 

(10) 
三ツ又沼ビオトープ駐車場 ■ オリエンテーション

あらかわ市民環境
サポーター

10:10-10：35
(25)

三ツ又沼ビオトープ駐車場～木道

■見学
・ 三ツ又沼ビオトープの概要と経緯 ※総合看板前
・ 三ツ又沼ビオトープの課題と保全管理の内容やその成果
・ 生育生息する動植物 など

10:35-11:05
（30）

三ツ又沼ビオトープ緑の回廊
■活動
・ 遠路を塞いでいた倒木などの除去

11:05-11:25
（20）

三ツ又沼ビオトープ駐車場
■意見交換

・ 旅行業界からみた荒川の魅力など
11:25-11:45

（20）
三ツ又沼ビオトープ

→自然再生地（中池）
移動

11:45-12:15
（30）

自然再生地（中池）
■見学
・ 中池周辺、荒川の旧流路など

堂本委員

12:15-12:20
（5）

自然再生地（中池） バスに乗車、出発

（一社）日本旅行業協会の社会貢献活動を以下の日程で実施しました。

 11月6日（水）11：45～12：20

● （一社）日本旅行業協会の所属会員12名が三ツ又沼ビオトープの見学と保全管理作業を実施した後、荒川太郎右衛門自然再生地 中池へ

移動し、中池周辺や旧流路等を見学しました。

【対応者】

１１月６日（水）（一社）日本旅行業協会 関東支部 現地見学

（荒川太郎右衛門自然再生地）堂本委員、事務局（3名）

【スケジュール】

堂本委員より荒川太郎右衛門自然再生地の説明 荒川太郎右衛門自然再生地（中池）の見学 堂本委員より旧流路の説明

20



２．SNSを利用した広報
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●SNS等を用いた効率的な広報実施のため、上尾市・桶川市・川島町の公式Twitterにおいて荒川上流河川事務所のイベント告知のツイート

をリツイートしていただけるよう、ご協力をお願いすることが協議会で決定したため、各自治体と協議・調整を行いました。

●各自治体と協議・調整した結果は以下の通りです。

上尾市 ： 環境政策課にアカウントがなく現状では難しいとのことでした。

桶川市 ： 9月28日と10月19日のイベントの開催予定をリツイートしていただきました。

川島町 ： 同上

●今後のイベントもリツイートしていただけるよう調整していきます。

22

SNSを利用した広報

＜参考：フォロワー数＞

・荒川上流河川事務所： 4,437

・上尾市広報広聴課 ： 2,534

・川島町 ： 3,437

・桶川市 ： 4,500

（合計）： 14,908

※いずれも公式アカウント名。

フォロワー数は2020年1月29日時点。

川島町Twitterアカウント
リツイート状況

桶川市Twitterアカウント
リツイート状況



３．２０２０年度のイベント・広報活動計画（案）
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●イベントについては、協議会主催・自治体主催イベントへの出展とも定例化しつつあり、それぞれ効果が認められることから、おおむね同
様に実施する計画とします。

●各イベントは以下の実施方針とします。

 協議会主催イベント

 合同観察会 ：4月4日（土）に実施（例年通り）

エコロジカル・ネットワークの展開に向けて継続します。

 ミドリシジミ観察・下池植生管理 ：6月20日（土）に実施（例年通り）

将来の市民モニタリングにつながる内容であるため、継続します。

 秋イベント ：10月17日（土）に実施（例年通り） ※予備日10月18日（日）

定例の年に1度の大規模イベントとして継続します。

 散策イベント ：5月23日（土）、9月26日（土）、1月16日（土）に実施（2019年度と同じ）

自然再生地の活用に向けたイベントとして継続します。

※秋イベントおよび散策イベントについては、これまでの実施結果を踏まえるとともに、東京デザイン専門学校から提示されたアイデアなどを活かす方向で
イベント実行委員会で詳細を検討・実施します。

 自治体イベントへの出展

 上尾市、川島町、桶川市 ：4月29日（祝・水）川島町、5月10日（日）桶川市、11月23日（祝・月）川島町など（例年通り）

地域における事業や自然再生地の知名度向上のため、継続します。他、適宜出展機会があれば実施します。

 民間主催イベントへの協力

現時点で具体的な企画はありませんが、依頼があれば適宜協力します。

＜２０２０年度イベント計画（案）＞

（１）２０２０年度のイベント計画（案）
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月 4 5 ６ 7 8 9 10 11 12 1 2 3

イ
ベ
ン
ト

協議会
主催

4日（土）
：合同観察会
（予備日 5日）

23日（土）
：散策イベント

20日（土）
：ミドリシジミ観察・

下池植生管理

26日（土）
：散策イベント

17日（土）
：秋イベント
（予備日 18日）

16日（土）
：散策イベント

自治体
主催

29日（祝・水）
：川島町
「かわじま輪中の

郷ウォーキング」

１０日（日）
：桶川市
「おけがわ春の

ふれあいフェスタ」

23日（祝・月）
：川島町農業商工祭

民間
主催

適宜実施



○体験型イベントとして活用（イベント実行委員会）

タイトル 企画概要 成果の活⽤⽅針 イベント 備考

①

親⼦で楽しくエッグハン
ト︕
草をむしって、たまご探
しをしよう

中池での親⼦イベント「エッグハント」を企
画。エッグハントでは、中池の外来種をむ
しりながら「たまご」を⾒つける。⾒つけたら
「たまご」の中に⼊っている在来種のタネ
を植える。

草ぬきとあわせて、在来種の種を現地にまいたり、持ち
帰って育てたり、季節ごとに親⼦で⾃然再⽣を楽しめ
る体験型イベントとして活⽤していく。
また、すでに実施している保全管理活動の際にも活
⽤が⾒込まれる。

2020年度
・秋イベント︓10⽉17⽇

• サイサン環境保
全基⾦を活⽤
（ポスター、チラ
シ印刷、たまご
製作）

②

荒川太郎右衛⾨地区
⾃然再⽣地認知拡⼤
プロジェクト「クイズ＆ス
タンプラリー」

複数地点（上池1、中池２、下池2）
にクイズパネルとスタンプ台を設置すること
で、クイズに答えながらスタンプを集める。
期間は、⾃由研究にも使えるよう、夏休
み（8/8、9、10）を想定。

既存のウォーキングイベント等で親⼦で⾃然再⽣地を
探索しながら環境学習にも繋がるイベントとして活⽤
していく。
また、WEBデザインについては、協議会のホームページ
の表紙として掲載する。

2020年度
・かわじま輪中の⾥ウォーキング︓4⽉
29⽇
・WEBデザイン︓HP更新、各イベン
ト告知チラシに採⽤（別紙）

• クイズの内容を
検討し、既存の
スタンプを使⽤

タイトル 企画概要 成果の活⽤⽅針 企業アプローチ 備考

③

荒川太郎右衛⾨⾃然
再⽣地×TULLYʼS 
COFFEEのコラボ企画

TULLYʼS COFFEEベニバナウォーク桶
川店とのコラボ企画を想定して、カフェブ
ランディング及びそれらをメインとしたキャラ
クターデザイン・グッズデザインを製作。

⾃然環境にあまり興味がない⽅でも⾃然再⽣地を
知って頂くとともに企業のイメージアップや地域振興に
も貢献できる企画として活⽤していく。また、コラボ企
画実現に向けてTULLYʼS COFFEEの経営理念の
⼀つでもある「地域社会に根ざしたコミュニティーカフェ」
やあらたな⾃然環境への取り組みの⼀つとして本社に
訪問し、企画を提案をアプローチしていく。

2020年度
・TULLYʼS COFFEE本社を訪問し、
企画提案をアプローチ
（以前、TULLYʼS COFFEEベニバ
ナウォーク桶川店では、東京デザイン
専⾨学校のデザインの採⽤実績があ
る）

④

モスバーガーとのコラボ
プロジェクト「荒川
KITCHEN」

モスバーガーとのコラボ企画を想定して、
出張キッチンカーで外来種のブルーギルを
ハンバーガーとして販売するプロジェクト
「荒川KITCHEN」を企画。

荒川における外来種について、⾷を通じて⾃然環境
について広く知って頂き、さらに出張販売が可能なため、
さまざまなニーズに応じた活⽤⽅法を検討していく。
また、コラボ企画実現に向けてモスバーガーの経営理
念でもある「⼈間貢献・社会貢献」の取り組みの⼀つ
としてモスバーガー本社を訪問し、企画を提案をアプ
ローチしていく。

・2021年度
・モスバーガー本社を訪問し、企画を
提案をアプローチ

○企業へのアプローチ（維持管理・環境管理専門委員会）

（２）東京デザイン専門学校の成果物の活用
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●東京デザイン専門学校の成果物を活用していきます。

①「親子で楽しくエッグハント」、②「クイズ&スタンプラリー」は、既存体験型イベントに活用する。

②「ＷＥＢデザイン」は、協議会のホームページのリニューアルに合わせて活用する。

⑥「すごろくリーフレット」を作成し、環境学習ツールとして活用する。



○環境学習ツールとして活用（維持管理・環境管理専門委員会）

タイトル 企画概要 成果の活⽤⽅針 イベント 備考

⑤

絵本「たろえもんのぼう
けん」作成

「たろえもん」の冒険絵本「たろえもんのぼ
うけん」を製作。

環境学習のツールとして、⼩学⽣を対象とした
絵本製本を⾏い、⾃然再⽣地で活動してい
る⼩学校やイベント等で配布し、「たろえもん
のぼうけん」を広めていく。さらには次回作も視
野に⼊れて検討していく。

2020年度
・絵本の構成を検討し、製作
・つばさ北⼩学校などの環境学習で活
⽤

• サイサン環境保全基
⾦を活⽤（絵本構成、
作成）

⑥

荒川太郎右衛⾨いき
もの図鑑と、⼀体型の
すごろく「たろえもんすご
ろく」のリーフレット作成

イラストを多⽤したポスター広告とプロモー
ション映像を作成。作成したポスターやプ
ロモーション映像は、⼤宮駅や川越駅な
どの駅構内の広告として掲⽰することを
想定。

⼦供から⼤⼈まで幅広い層で活⽤が期待出
来るツールとして、
「裏⾯がすごろくになるリーフレット」制作し、イ
ベント等で配布し、認知拡⼤と関⼼をもっても
らう。
また、ボードゲームのアイデアや⽣き物のデザイ
ン企画を採⽤し、ボードゲームのすごろくのコー
ス設定やコメント、⽣き物のデザインの追加な
どを今後検討していく。

2020年度
・つばさ北⼩学校（配布）
・秋イベント︓10⽉17⽇（配布）
・散策イベント︓1⽉16⽇（配布）

• サイサン環境保全基
⾦を活⽤（リーフレッ
ト作成）

タイトル 企画概要 成果の活⽤ イベント 備考

⑦

キャラクターYouTuber
作成

オリジナルキャラクターによる太郎右衛⾨
⾃然再⽣地を紹介する動画を製作し、
YouTubeにアップロードする。

⾃然再⽣地の魅⼒をオリジナルキャラクターに
よるSNSを使って、拡散させ、さらに現地に訪
れて、探索してもらえるようにキャラクター
YouTuberの活⽤による広報を展開していく。
また、提案があったキャラクターを使って、あらた
な動画作成等も検討していく。

2020年度
・YouTube︓HPへのアップロードについ
て検討

• オリジナルキャラクター
は東京デザイン専⾨
学校から譲渡されてい
る

⑧

駅の広告作成
「もっと知ろう︕荒川

太郎右衛⾨地区⾃然
再⽣地」

イラストを多⽤したポスター広告とプロモー
ション映像を作成。作成したポスターやプ
ロモーション映像は、⼤宮駅や川越駅な
どの駅構内の広告として掲⽰することを
想定。

⾃然再⽣の取り組みについて、不特定多数
の⽅に知ってもらうために、駅を含めたさまざま
な場所でのポスター広告を検討していく。また、
プロモーション映像は、イベント等の広報ツール
としてスライドショーとして展⽰していく。

2020年度
・駅を含めたさまざまな場所でのポスター
広告を検討
・プロモーション映像は、イベント等の広
報ツールとしてスライドショーとして展⽰

• サイサン環境保全基
⾦を活⽤（ポスター
作成）

○広報ツールとしての活用（イベント実行委員会）

（２）東京デザイン専門学校の成果物の活用

26



27

（３）パンフレットのリニューアルについて

●これまで協議会のパンフレットとマップリーフレットを作成しましたが、特にパンフレットは2013年の制作であり、内容が古くなってい
ます。

⇒ 2019年度で工事が終わることから、今後の広報に向けて最新情報で更新したパンフレットを作成することを提案します。

パンフレット（2013年4月作成）

工事内容や下図の航空写真
（2002年）が古い状態です。

2013年4月製作です。


